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特定外来生物クリアヽラリスの飼養等の許可要件に関する要望書の提出につ tヽ て

拝啓

日頃より日本哺乳類学会の活動にご理解をいただき、厚 くお礼中し上げます。

現在、外来生物法における特定外来生物に指定されているクリノ`ラリス (ε′〃θsα
・
″蔵′s

‐ ″εys)(別 名タイワンリス)については、生態系被害・農林業被害を防止すべ く、各

地で防除対策が進められています。定着地域のうち小個体群では新たな防除技術の導入に

より根絶 も現実的な状況にあ り、推定個体数が 1万個体を超える個体群でも分布拡大防止

を目標 とした対策が取 られ始めています。 このように各地の防除体制が整っていくこと

で、クリノ`ラリスが引き起 こす問題は地域個体群 ごとに収束できる可能性が見えてきまし

たc,と ころが、最近新たな地域で定着が確認される事例が相次ぎ、飼養施設からの逸出

(逃亡)が背景にあると考えられています。せっか く防除体制が整っても、飼養施設など

での規制が不十分であると、同じ問題が後を絶ちません。敏捷で小型なリス類はとりわけ

逸出 しやす く、飼養において格別の配慮が必要です。

つきましては、ここにクリノ`ラリスの新たな野生化を阻止するために飼養許可要件の厳

格化等を求める要望書を提出いたしますので、ご検討の上、ご対応をお願い中し上げま

す。なお、本件に関して日本哺乳類学会は最大限の協力を惜 しまぬ所存です。
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特定外来生物 クリノ`ラリスの飼養等の許可要件 に関する要望書

・性社1寸 1法 ブ、|1本 1磁乳類学

理事長 1甲 回

「生物多様性国家戦略 2023-2030 基本戦略 1生態系の健全性の回復 (3)野生生物の

保全(3野生生物に影響を与える可能性がある飼養動物の適Iな管理に係る取組」のなか

で、「家畜化されていない野生由来動物の飼養については、動物の本能、習性及び生理 ,

生態に即 した通」1な飼養の確保が一般的に困難なことから、限定的であるミきである_1

と記載されています。 とくにリス類は、 |を 界的にも侵入した多 くの地域で定書が確認さ

れ、生息域および1同 体群の拡大が生していること、侵人の |:な原因は輸送途中や飼育施設

からの逸出であることが分かっています (Bc貢。lino 2()()9ウ .20121年 2月 に開催 された第 ()

回国際樹 [1′1奏 リス会議では、リス類のベ ット輸出入を至急禁止すること、所有に関する規

則を強化すること、定着 した個体群の根絶あるいは管理対策・
`行

うことなどを盛 り1こんだ

「外来 リス類問題についての決議」が行われました (浅利 2012:決議邦訳 )。 これを受け

て、欧州連合 tEU)では厳格な規制が定められました.

日本においても決議以降、外来 リス類の対策に専門家が積極的に関与し、対策が進め t,

れてきました.日 本でとくに被害が問題 となっているクリンヽラリス (`｀ 〃́θ,,こル詔∫

″
「

訪″ε″5)は、外来生物法により特定外来生物に指定されていますf,現時点で 1都 2青

12県 に分布していますが、分布域が不連続・局所的であることから、孤 1111古1体群ことに限

絶あるいは分布拡大を抑制する適切な対策を講 じることができれば、彼害地域を現状以 11

に増やすことなく最低限にとどめることが可能な段1綺 です (日 本 II南 乳類学会要望書

2017)こ そのため、各地で吋策の早期着手と集中的な補獲が進められています。これまで

の対策事業の中には根絶あるいは根絶間近な事例 もでてきてお 1,、 それらの経験をまとめ

て捕獲方法や捕獲体制などもマニュアル化される (Tm‐ 1■ and Y■suda 2023:安 |キ |ほ か

2024う など、対策は技術的にも大きく進展 しています。

2005年の外来生物法制定後、特定外来生物の飼養には環境省の許可が必要にな り、逸出

の危険を減らすための規定が定められました1.し か しながら、2020年 に東京都 千代圏区 :|

比谷公園、2021年 に||る 木県真岡市、2022年 に大分県別lI市 でそれぞれ新たにクリノ`ラリ

スの野生化が確認 されました。 このように 2005年以1峰 も許可を受けた飼養施設からJ)逸

出とみられる事案が各地で確認されてお り、特定外来生物の飼養等の許
'■

の要件に改善す

べき点があると考えられます。

根絶を日指 し多大なコス トをかけて対策を進めている白治体、事業者、 1草 門家にとっ

て、新たな野生化が次々と生 じる状況では、対策への意欲をそがれます.特定外来生物の

定着をこれ以 11増やさないために、外来リス類の飼黄等に関 して以 |｀
の点を改善すべ く、



ご検討をお願いいたします。

現状の飼養施設・許可条件における問題点

1.特定外来生物への餌付け体験によって形成される市民の意識

特定外来生物被害防止基本方針では「学術研究のほか、展示、教育及び許可規制を行

うことで遺棄又は逸出に対 して十分な抑止力が働 く生業の維持などの場合に限り、飼養等

の許可の対象とする。」とされている。このうち、現在「展示」として許可を受けている

クリハラリスの飼養施設の中には、人が飼育檻に入 り、手から餌を与える、いわゆる |~触

れ合い動物園」が含まれている。

国や各地の自治体は、生物多様性保全のために特定外来生物の捕獲対策を行っている

が、その実施には一般市民の理解や協力は欠かせない。「触れ合い動物園」が、特定外来

生物を愛玩対象として親しむ体験を提供することで、捕獲対策への忌避感情に繋がること

は問題であるc

また、クリノ`ラリスは周年繁殖が「」能であ り、訓付けによって繁殖 |百 1数が増え、1出I

数が急増することが明らかになっている。クリンヽ ラリスの捕獲対策を進めている静岡県浜

松市、神奈川県鎌倉市、横浜市、逗 子市などでは、野生のクリ′ヽラリスに餌を与えないま

うに市民に呼び掛けている。飼養施設でのクリンヽラリスヘのキ静II体験は野生 lrの クリ′ヽラ

リスを餌付けするという好ましくない習隣を助長するため問題である.=‐

2.特定飼養等施設への不特定多数の人の出入 りと逸出ジスクの増大

特定飼養等施設の基準については、施行規則第 5条及び「特定外来生物に係ろ特定1「 1

養等施設の基準の細目等を定める件」のなかで、「生物の体力及び習性に応した堅牢な構

造であること」「外部との出入日の戸は、_二重以上となっていること_|「 出入11の 戸につい

ては、飼養等をする特定外来生物の体が触れない場所に施錠設備が設けられていること_|

など逸出を防ぐための規定が明記されている。

この規定は、特定の管理者による綸餌や清掃のための最低限の出入りを想定していろ

はずであり、不特定多数の人が飼養施設に出入りすることは想定されていない。 |'ア、のFi―

動に不慣れな不特定の人間が頻繁に出入りすることで、出却 |の 戸をすりぬけて逸出する

リスクが増加する。また、荷物に紛れるなどして人に同伴して逸出するリスクも増加す

る
=

3.飼養個体数が多 く個体数管理が不十分

特定外来生物被害防 IL基本方針では「許可を受けていることをiザ |ら かにするため、マ

イクロチップ、タグ、脚環、標識、写真等生物に応 じて技術的に可能な方法での識別措置

を講ずること。_1と されている。しかし、現在、100個体以上を飼養している施設もあり、

飼育 |(・ でも容易に繁1殖 して個体数が増加するため、すべての個体を標識管理できていない

のが現状であるc, したがって、施設周辺で野生化した1回 体を捕獲して べても、飼養施設

からの逸出個体であるか否かを識別することができない。小型で俊敏なクリハラリスの飼



養等の許可を与える際には、つねに逸出する可能性を考慮し、マイクロチップをすべての

個体に装着することを義務化 し、責任ある飼養を条件とするべきである。

また、万一、自然災害等で飼養施設が壊れても、10個体程度の逸出であれば早期の捕

獲によって定着を防ぐことができるが、それ以上の違出はただちに定着の脅威 となること

が予測されている (参考資料)。 定着のリスクも考慮して、通正に管理できる個体数の上

限を設定することが必要である。

要望項目

1.飼養等許可条件の厳格化

① 不特定多数の人が入らない展示様式

日本哺乳類学会としては、クリンヽラリスの飼育備に入り綸餌する体験を提洪する
「~触

れ合い動物園」に対しては、「展示」目的での飼養等のイ||イ を与えるべきではないと考ぇ

ます。「展不」 として特定外来牛物の飼養等を許口∫する際には、給餌体験を提供 しないま

うに、 また飼育檻内に不特定多‐数のノ、が入らない展不様式に限定 していただき力い,

② 個体識別と個体数制限

特定外来上物被害防止基本方針の許可条件には「飼養等の許可に当たっては、特定外

来生物の遺棄又は逸出を起こさない適正な取扱いを確保するため、必要に応じ、許可の11

効期間、特定飼養等施設で取 り扱うことのできる特定外来生物の数量の制限、譲渡し等 |[

係る届出等について条件を付す。」とされています。

日本哺乳類学会としては、クリノ`ラリスの飼養等の許可において、現在すでに飼育し

ている個体についても、今後飼育する個体についても、マイクロチップの理込みを義務化

し、 許可個イ本委女を最ブ(101団 体までとするように要望 tま す「

③ 飼養施設内での繁殖の制限

特定外来生物被害防止基本方針では「許可された特定外来生物の飼養等について繁■

が認められる場合にあっても、みだ りに 殖させることにより特定外来生物の適正な飼養

等に支障が生じないよう、自己の管理する施設の収容力、当該■物の年齢、健康状態等を

勘案し、計画的な繁殖を行うこと3_1と されています。

日本哺乳類学会としては、多頭飼育の場合には、雌雄別飼育による繁殖抑制を条件と

2.行政による許可施設の指導・管理

① 遺棄が生じない対策

以上の対応を行う際に、すでにクリアヽラリスを飼養している施設で遺葉などが生じな

いように、環境省および自治体は指導および確認を行うことをお願い l´ た1‐‐1'1体 的 |こ

は、該当する飼養施設に |^分 な説明を行ったうえで、必要な猶予期間を設けることによ

り、すべての個体にマイクロチップを埋め込み、雌雄別の飼養施設を整備できるように指

す ることを要望 します。



導 していただきたい。また、飼養個体数の上限を超えている施設については、環境省の許

可を受けた他の施設への個体の譲渡を行 うなどの指導をお願いしたい。いずれの施設につ

いても、猶予期間が経過 したのちはその対応ができているか否かを再度確認する作業を行

っていただきたい。

②  定期的な施設の現場調査

飼養許可者 (担当する環境事務所)は飼養施設や飼養状況の現場調査を定期的に行

い、展示様式が遵守されているか、逸出が生じないように個体管理ができているか、許可

個体数が守られているか等の確認を行うことを要望します。
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参考資料

これまで定着した地域での個体群調査結果から平均的な繁殖パラメーターを仮定し、

逸出個体数の違いによる個体数増加速度の違いを予測した。

<仮定 >

メスの繁殖個体比率=70%

繁殖 メスの年間産子数 =3

1生比 (メ ス//全個体)=50%

成熟個体の年間生残率 =60%

密度効果はなく指数関数的に個体数は増加する

逸出佃体数を 10、 50、 100と する

<結果レ

・個体数 〔縦軸:)は逸出後 10年経過すると大きな差とな在,10個体逸 |||の 場

`)は

約 8f!側

体に、50個体の場合は約餞00個体に、100i同体の場合には約 800個体に増加 する.

。これまでの事例から、自治体あるいは市民が根絶できるf同 体数は 100個体程度までで ,う

ることが、明らかになっている (Tmntira&Yasuda 2023た

。逸出ののち、自治体が捕獲の体制を整え、対策に着手するには、 ‐般的には 5ヽ lf)年 ほ

どかかっている。

・したがって、クリ′ヽラリスが万一逸出した場合に、現実的に対処できる飼育綱体数は 10

個体 までと予測される。
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